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概要
このステップ バイ ステップ ガイドでは、テスト ラボで Windows Server® 2008 オペレーティング システムの Server Core インストール オプションに基づいたサーバーを構築する手順について説明します。Server Core インストールの初期構成のインストールと実行、サーバーの役割や機能のインストール、および Server Core インストールを実行しているサーバーの管理について記載されています。
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Windows Server 2008 の Server Core 
インストール オプションのステップ バイ 
ステップ ガイド
このステップ バイ ステップ ガイドでは、テスト ラボで Windows Server® 2008 オペレーティング システムの Server Core インストール オプションに基づいたサーバーを構築する手順について説明します。Server Core インストールを実行するサーバーのインストール、初期構成、および管理に関する情報が記載されています。
Server Core インストールとは
Server Core インストール オプションは、Windows Server 2008 のインストールに使用できる新しいオプションです。Server Core インストールでは、特定のサーバーの役割を実行するために最低限必要な環境が提供されるため、保守作業や管理作業が減少すると同時に、こうしたサーバーの役割が攻撃を受ける可能性が低下します。Server Core インストールを実行しているサーバーでは、次のサーバーの役割がサポートされています。

Active Directory ドメイン サービス (AD DS)

Active Directory ライトウェイト ディレクトリ サービス (AD LDS)

DHCP サーバー

DNS サーバー

ファイル サービス

印刷サービス

ストリーミング メディア サービス

Web サーバー (IIS)

Hyper-V
このメリットを実現するため、Server Core インストール オプションでは、サポートされているサーバーの役割に必要なバイナリ ファイルのサブセットのみがインストールされます。たとえば、エクスプローラ シェルは、Server Core インストールの一環としてはインストールされません。Server Core インストールを実行しているサーバーの既定のユーザー インターフェイスはコマンド プロンプトです。
Server Core インストール オプションの新機能
Windows Server 2008 の Server Core インストール オプションでは、初期構成をコマンド プロンプトで行う必要があります。Server Core インストールには、従来の完全なグラフィカル ユーザー インターフェイスが含まれません。サーバーを構成したら、サーバーの管理は、ローカルのコマンド プロンプトで行うことも、ターミナル サーバー接続を使用してリモートで行うこともできます。また、リモートでの使用をサポートする Microsoft 管理コンソール (MMC) やコマンド ライン ツールを使用してリモートでサーバーを管理することもできます。 

対象読者
Windows Server 2008 の Server Core インストール オプションは、次のようなユーザーを対象としています。
· 製品の技術面を評価する IT プランナーと IT アナリスト
· 組織を顧客とするエンタープライズ IT プランナーとエンタープライズ IT デザイナ 

· AD DS、AD LDS、DHCP サーバー、DNS サーバー、ファイル サービス、印刷サービス、ストリーミング メディア サービス、および Web サーバー (IIS) の役割を管理している IT プロフェッショナル
Server Core インストールの利点
Windows Server 2008 の Server Core インストールには、次の利点があります。

保守作業の軽減。Server Core インストール オプションでは、AD DS、AD LDS、DHCP サーバー、DNS サーバー、ファイル サービス、印刷サービス、およびストリーミング メディア サービスの役割を管理するサーバーの構築に必要なものだけがインストールされるため、必要な保守作業は Windows Server 2008 の完全インストールの場合よりも少なくなります。

攻撃を受ける可能性の低下。Server Core インストールでは最低限の機能のみがインストールされるため、サーバーで実行されるアプリケーションの数は減少し、その結果、攻撃を受ける可能性も低下します。

管理作業の軽減。Server Core インストールではサーバーにインストールされるアプリケーションやサービスが少なくなるため、管理の負荷が軽減されます。

必要なディスク領域の減少。Server Core インストールでは、インストールに約 1 GB、インストール後の運用には約 2 GB しかディスク領域を必要としません。
このガイドの内容

Server Core インストールを展開する : 概要

Server Core インストールを構成する : 概要

Server Core インストールを実行しているサーバーにサーバーの役割をインストール
する : 概要

Windows の機能をインストールする : 概要

Server Core インストールを管理する : 概要

Server Core インストールの詳細な管理を行う

バグの記録とフィードバックの送信を行う

関連情報

付録 A: Server Core インストール用の Unattend.xml のサンプル
Server Core インストールを展開する : 概要
このシナリオでは、Server Core インストールを実行するサーバーを作成します。Server Core インストールをインストールする際に、完全インストールの場合とは異なる特別な設定などが必要になることはありません。 

Server Core インストールを展開するための前提条件
この作業を完了するには、以下のものが必要です。

Windows Server 2008 のインストール メディア

有効なプロダクト キー

Server Core インストールのクリーン インストールを実行できるコンピュータ
Server Core インストールの展開に関する既知の問題点

以前のバージョンの Windows Server オペレーティング システムから Server Core インストールにアップグレードする方法はありません。サポートされているのはクリーン インストールのみです。

Windows Server 2008 の完全インストールから Server Core インストールにアップグレードする方法はありません。サポートされているのはクリーン インストールのみです。

Server Core インストールから Windows Server 2008 の完全インストールにアップグレードする方法はありません。Server Core インストールでサポートされていない Windows® ユーザー インターフェイスやサーバーの役割が必要な場合は、Windows Server 2008 の完全インストールをインストールする必要があります。
Server Core インストールを手動でインストールするための手順
Windows Server 2008 Beta 3 の Server Core インストールをインストールするには、次の手順を実行します。
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Server Core インストールをインストールするには
	1.
適切な Windows Server 2008 のインストール メディアを DVD ドライブに挿入します。
2.
自動実行ダイアログ ボックスが表示されたら、[今すぐインストール] をクリックします。
3.
画面の指示に従って、セットアップを完了します。


無人セットアップ ファイルを使用して Server Core インストールをインストールする
無人セットアップ ファイルを使用して Server Core インストールをインストールすると、初期構成タスクのほとんどをセットアップ中に実行することができます。無人インストールを実行すると、次の利点があります。

コマンド ライン ツールを使用して初期構成を実行する必要がありません。

セットアップの完了時にリモート管理を有効にする設定を無人セットアップ ファイルに含めることができます。

ディスプレイの解像度など、コマンド プロンプトでは簡単に変更できない設定を構成できます。
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無人セットアップ ファイルを使用して Server Core インストールをインストール
するには
	1.
テキスト エディタまたは Windows システム イメージ マネージャを使用して、Unattend.xml という名前の .xml ファイルを作成します。
2.
ローカル ドライブまたは共有ネットワーク リソースに Unattend.xml ファイルをコピーします。
3.
Windows プレインストール環境 (Windows PE)、Windows Server 2003、または Windows XP を起動します。
4.
Windows Server 2008 Beta 3 の Server Core インストールが含まれたメディア ディスクをハード ディスク ドライブに挿入します。自動実行セットアップ ウィンドウが表示されたら、[キャンセル] をクリックします。
5.
コマンド プロンプトで、インストール メディアが格納されているドライブに移動します。
6.
コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
setup /unattend:<path>\unattend.xml
path には Unattend.xml ファイルのパスを指定します。
7.
セットアップが完了するまで待機します。
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注意
このドキュメントの付録 A には、サンプル構成の設定に関するコメントが記述されたサンプル無人セットアップ ファイルが含まれています。このサンプルの構成は、使用する環境に合わせて変更できます。


Server Core インストールを構成する : 概要
Server Core インストールには Windows ユーザー インターフェイスが含まれていないため、サーバーの構成作業に役立つ "out-of-box experience" プログラムは提供されません。代わりに、次の手順に従ってコマンド ライン ツールを使用して、手動で構成を完了する必要があります。
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注意
無人セットアップを使用して、これらの設定をインストール中に構成できます。無人設定の詳細については、Windows 自動インストール キット (Windows AIK) (http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?displaylang=ja&FamilyID=c7d4bc6d-15f3-4284-9123-679830d629f2) を参照してください。
管理者資格
Server Core インストールを実行しているサーバーを既存の Windows ドメインに参加させる場合は、コンピュータをドメインに追加できる管理者資格が与えられているアカウントのユーザー名とパスワードが必要です。
Server Core インストールの構成に関する既知の問題点

すべてのコマンド プロンプトを閉じると、Server Core インストールを管理できなくなります。再びコマンド プロンプトを表示するには、Ctrl キーと Alt キーを押しながら Del キーを押し、[タスク マネージャの起動] をクリックします。次に、[ファイル] メニューの [新しいタスクの実行] をクリックし、「cmd.exe」と入力します。または、一度ログオフしてから再びログオンします。

Web ブラウザが提供されないため、Server Core インストールのライセンス認証を行ったり、ユーザーのログオンを必要とするファイアウォールを経由してインターネットにアクセスしたりすることはできません。
Server Core インストールを構成するための手順
ここでは、Server Core インストールを実行しているコンピュータの構成方法について説明します。実行するのは次の手順です。

管理者のパスワードを設定します。

静的 IP アドレスを設定します。
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注意
DHCP アドレスは既定で提供されます。この手順は、静的 IP アドレスを設定する必要がある場合にのみ実行してください。

ドメインに参加させます。

ライセンス認証を行います。

ファイアウォールを構成します。
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管理者のパスワードを設定するには
	1.
インストールの完了後、コンピュータの初回起動時に、Ctrl キーと Alt キーを押しながら Del キーを押します。ユーザー名として「Administrator」と入力し、パスワードは空白のままにします。
2.
パスワードの有効期限が切れていることを示すメッセージが表示され、新しいパスワードの入力を求められます。
3.
適切なパスワードを入力します。
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静的 IP アドレスを設定するには
	1.
コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
netsh interface ipv4 show interfaces
2.
ネットワーク アダプタに関する出力の Idx 列に表示されている番号をメモします。コンピュータに複数のネットワーク アダプタが搭載されている場合は、静的 IP アドレスの設定先となるネットワーク アダプタに対応した番号をメモします。
3.
コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
netsh interface ipv4 set address name="<ID>" source=static address=<StaticIP> mask=<SubnetMask> gateway=<DefaultGateway>
説明 :
ID には、上記の手順 2. でメモした番号を指定します。
StaticIP には、設定する静的 IP アドレスを指定します。
SubnetMask には、IP アドレスのサブネット マスクを指定します。
DefaultGateway には、デフォルト ゲートウェイを指定します。
4.
コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。 

netsh interface ipv4 add dnsserver name="<ID>" address=<DNSIP>index=1
説明 :
ID には、上記の手順 2. でメモした番号を指定します。
DNSIP には、DNS サーバーの IP アドレスを指定します。
5.
静的 IP アドレスを設定する DNS サーバーごとに、手順 4. を実行します。実行するたびに index= number の値を 1 ずつ増やします。
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注意

異なるネットワーク アダプタに誤って静的 IP アドレスを設定した場合は、次のコマンドを使用して、動的に割り当てられた DHCP アドレスを使用する設定に戻すことができます。

netsh interface ipv4 set address name="<ID>" source=dhcp

ID には、手順 2. でメモしたネットワーク アダプタの番号を指定します。
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ドメインに参加させるには
	1.
コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。 

netdom join <ComputerName> /domain:<DomainName> /userd:<UserName> /passwordd:*
説明 :
ComputerName には、Server Core インストールを実行しているサーバーの名前を指定します。
DomainName には、参加するドメインの名前を指定します。
UserName には、コンピュータをドメインに追加する権限が与えられたドメイン ユーザー アカウントを指定します。
2.
パスワードの入力を求められたら、UserName で指定したドメイン ユーザー アカウントのパスワードを入力します。
3.
ドメイン ユーザー アカウントをローカル Administrators グループに追加する場合は、次のコマンドを実行します。
net localgroup administrators /add <DomainName>\<UserName>
4.
コンピュータを再起動します。これを行うには、コマンド プロンプトで次のコマンドを実行します。
shutdown /r /t 0
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サーバーの名前を変更するには
	1.
hostname コマンドまたは ipconfig コマンドを使用して、サーバーの現在の名前を確認します。
2.
コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
netdom renamecomputer <ComputerName> /NewName:<NewComputerName>
3.
コンピュータを再起動します。
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サーバーのライセンス認証を行うには
	
コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。 

slmgr.vbs -ato
ライセンス認証が成功した場合、コマンド プロンプトにメッセージは表示されません。
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注意

ライセンス認証は、電話や KMS サーバーを使用して行うこともできます。また、Windows Vista または Windows Server 2008 を実行しているコンピュータでは、コマンド プロンプトで次のコマンドを実行して、リモートでライセンス認証を行うこともできます。

cscript windows\system32\slmgr.vbs <ServerName> <UserName> <password>:-ato
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ファイアウォールを構成するには
	
netsh advfirewall コマンドを使用します。たとえば、MMC スナップインからのリモート管理を有効にするには、次のコマンドを実行します。
netsh advfirewall firewall set rule group="Remote Administration" new enable=yes 
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注意

Windows Vista コンピュータまたは Windows Server 2008 コンピュータの Windows ファイアウォール スナップインを使用して、Server Core インストールを実行しているサーバーのファイアウォールをリモートで管理することもできます。これを行うには、まず Server Core インストールを実行しているコンピュータで次のコマンドを実行して、ファイアウォールのリモート管理を有効にする必要があります。

netsh advfirewall set currentprofile settings remotemanagement enable
Server Core インストールを実行しているサーバーにサーバーの役割をインストールする : 概要
Server Core インストールをインストールし、サーバーを構成したら、1 つまたは複数のサーバーの役割をインストールできます。Windows Server 2008 の Server Core インストールでは、次のサーバーの役割がサポートされています。

Active Directory ドメイン サービス (AD DS)

Active Directory ライトウェイト ディレクトリ サービス (AD LDS)

DHCP サーバー

DNS サーバー

ファイル サービス

印刷サービス

ストリーミング メディア サービス

Web サーバー (IIS)

Hyper-V
サーバーの役割を構成する際に使用できるコマンド ライン ツールの詳細については、このガイドの最後に記載されている「関連情報」を参照してください。
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注意
ここでは、それぞれのサーバーの役割に対応した手順を説明します。必要なサーバーの役割に対応した手順を実行してください。
Server Core インストールを実行しているサーバーにサーバーの役割をインストールするための前提条件
この作業を完了するには、以下のものが必要です。

Windows Server 2008 の Server Core インストールがインストールおよび構成されたコンピュータ。

Server Core インストールを実行しているサーバーの管理者権限を与えられたユーザー アカウントとパスワード。

プリント サーバーのインストールと構成を行う場合は、印刷の管理コンソールを実行してプリント サーバーをリモートで構成できる、別の Windows Vista または Windows Server 2008 コンピュータ。

DHCP サーバーのインストールと構成を行う場合は、DHCP スコープの構成に必要な情報。 



DHCP サーバーのインストールと構成を行う場合は、静的 IP アドレスを使用するように、Server Core インストールを実行しているサーバーを構成する必要があります。

DNS サーバーのインストールと構成を行う場合は、DNS ゾーンの構成に必要な情報。

Active Directory 環境のインストールと構成を行う場合は、既存のドメインへの参加または新しいドメインの作成に必要な情報。

Server Core インストールを実行しているサーバーを Active Directory ドメインのドメイン コントローラに昇格させる場合は、ドメイン管理者のユーザー名とパスワード。
Server Core インストールへのサーバーの役割のインストールに関する既知の問題点

Server Core インストールを実行しているサーバーでは、Active Directory ドメイン サービス インストール ウィザード (Dcpromo.exe) は使用できません。ドメイン コントローラの役割をインストールまたは削除するには、無人セットアップ ファイルを Dcpromo.exe と共に使用する必要があります。
また、別の Windows Server 2008 コンピュータで Dcpromo.exe を実行し、ウィザードを使用して無人セットアップ ファイルを保存した後、Server Core インストールを実行しているサーバーでそのファイルを使用することもできます。 


Dcpromo.exe を実行すると、応答ファイルに "RebootOnCompletion=No" が含まれていない限り、インストールが完了した直後または Active Directory が削除された直後にコンピュータが再起動します。

Server Core インストールの Web サーバー (IIS) の役割では、ASP.NET はサポートされていません。また、Server Core インストールではマネージ コードがサポートされていないため、次の IIS の機能は使用できません。

IIS-ASPNET

IIS-NetFxExtensibility

IIS-ManagementConsole

IIS-ManagementService

IIS-LegacySnapIn

IIS-FTPManagement

WAS-NetFxEnvironment

WAS-ConfigurationAPI
Server Core インストールにサーバーの役割をインストールするための手順
Windows Server 2008 の Server Core インストールにサーバーの役割をインストールするには、次のように、必要な役割に対応した手順を実行します。
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注意
Ocsetup.exe の構文では大文字と小文字が区別されるため、例に従って正確にコマンドを入力してください。
使用できるサーバーの役割
使用できるサーバーの役割を確認するには、コマンド プロンプトを開き、次のコマンドを実行します。
oclist
このコマンドを実行すると、Ocsetup.exe で使用できるサーバーの役割とオプション機能、および現在インストールされているサーバーの役割とオプション機能が一覧表示されます。
DNS サーバーの役割
[image: image19.png]


DNS サーバーの役割をインストールするには
	1.
コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
start /w ocsetup DNS-Server-Core-Role
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注意
/w を使用すると、インストールが完了するまでコマンド プロンプトを待機状態にすることができます。/w を使用しなかった場合、インストールが完了したことをコマンド プロンプトの表示から判断することはできません。
2.
コマンド プロンプトで dnscmd を実行するか、リモートで DNS MMC スナップインを使用して、DNS ゾーンを構成します。
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注意
コマンド プロンプトで「start /w ocsetup DNS-Server-Core-Role /uninstall」を実行すると、DNS サーバーの役割がアンインストールされます。
DHCP サーバーの役割
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DHCP サーバーの役割をインストールするには
	1.
コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
start /w ocsetup DHCPServerCore
2.
コマンド プロンプトで netsh を実行するか、リモートで Windows Server 2008 の DHCP スナップインを使用して、DHCP スコープを構成します。
3.
DHCP サーバーを Active Directory ドメインにインストールする場合、その DHCP サーバーを Active Directory で承認する必要があります。


既定では、DHCP サーバー サービスは自動的には開始されません。このサービスを自動的に開始するように構成し、その後サービスを開始するには、次の手順を実行します。
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DHCP サーバー サービスを構成して開始するには
	1.
コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
sc config dhcpserver start= auto
2.
次のコマンドを実行してサービスを開始します。
net start dhcpserver
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注意
コマンド プロンプトで「start /w ocsetup DHCPServerCore /uninstall」を実行すると、DHCP サーバーの役割がアンインストールされます。
ファイル サービスの役割
管理ツールでの管理用共有のサポートを提供するファイル サービスは、既定でインストールされます。その他のファイル サーバーの機能をインストールするには、次のコマンドを使用します。
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ファイル サービスの役割の機能をインストールするには
	
ファイル レプリケーション サービスをインストールするには、コマンド プロンプトで次のコマンドを実行します。
start /w ocsetup FRS-Infrastructure

分散ファイル システム サービスをインストールするには、次のコマンドを実行します。
start /w ocsetup DFSN-Server

分散ファイル システム レプリケーションをインストールするには、次のコマンドを実行します。
start /w ocsetup DFSR-Infrastructure-ServerEdition

NFS (Network File System) 用サービスをインストールするには、次のコマンドを実行します。
start /w ocsetup ServerForNFS-Base
start /w ocsetup ClientForNFS-Base
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注意
上記のコマンドで /uninstall オプションを使用すると、指定したファイル サーバーの役割のオプションがアンインストールされます。
印刷サービスの役割
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印刷サービスの役割の機能をインストールするには
	
プリント サーバー機能をインストールするには、コマンド プロンプトで次のコマンドを実行します。
start /w ocsetup Printing-ServerCore-Role

ライン プリンタ デーモン (LPD) サービスをインストールするには、次のコマンドを実行します。
start /w ocsetup Printing-LPDPrintService
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プリント サーバーにプリンタを追加するには
	1.
プリンタの IP アドレスまたはホスト名を確認します。この情報は、プリンタのテスト ページや構成ページに表示される場合があります。また、製造元のマニュアルで確認手順を参照する必要が生じる場合もあります。
2.
プリント サーバーからプリンタに対して ping を実行し、プリント サーバーがネットワーク経由でプリンタと通信できることを確認します。
3.
Windows Vista または Windows Server 2008 を実行している別のコンピュータで、印刷の管理コンソールを開き、Server Core インストールを実行しているサーバーを追加します。
4.
Server Core インストールを実行しているプリント サーバーのエントリを展開し、[ドライバ] を右クリックし、[ドライバの追加] をクリックします。プリンタ ドライバの追加ウィザードが起動します。
5.
ウィザードの手順に従って、プリンタ用のプリンタ ドライバをインストールします。
6.
印刷の管理コンソールで、[プリンタ] を右クリックし、[プリンタの追加] をクリックします。ネットワーク プリンタのインストール ウィザードが起動します。
7.
[IP アドレスまたはホスト名で TCP/IP プリンタまたは Web サービス プリンタを追加する] をクリックし、[次へ] をクリックします。
8.
プリンタのホスト名または IP アドレスを入力し (既定では同じポート名が使用されます)、[次へ] をクリックします。
9.
必要に応じて、プリンタ名、問い合わせ先の情報、または共有の状態を変更し、[次へ] をクリックします。


Active Directory ライトウェイト ディレクトリ サービスの役割
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AD LDS の役割をインストールするには
	
コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
start /w ocsetup DirectoryServices-ADAM-ServerCore
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注意

AD LDS の役割をアンインストールするには、コマンド プロンプトで次のコマンドを実行します。

start /w ocsetup DirectoryServices-ADAM-ServerCore /uninstall
Active Directory ドメイン サービスの役割
ここで紹介するコマンドを使用すると、Active Directory ドメイン サービスの役割がインストールされ、サーバーが無人セットアップ ファイルの設定に基づいてドメイン コントローラに昇格します。 

無人セットアップ ファイルを Dcpromo.exe と共に使用する方法の詳細については、このドキュメントの最後の「関連情報」を参照してください。
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Active Directory ドメイン サービスの役割をインストールするには
	
コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。 

dcpromo /unattend:<unattendfile>
unattendfile には、Dcpromo.exe の無人セットアップ ファイルの名前を指定します。
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注意
Dcpromo.exe を使用して、ドメイン コントローラをサーバーに降格させることもできます。
ストリーミング メディア サービスの役割
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ストリーミング メディア サービスの役割をインストールするには
	1.
別のコンピュータで、「サポート技術情報」(Microsoft Knowledge Base) の文書番号 934518 (http://support.microsoft.com/kb/934518/en-us、英語) で提供されているストリーミング メディア サービスの役割のインストーラ ファイルをダウンロードします。 

2.
適切な Microsoft Update スタンドアロン パッケージ (.msu ファイル) を Server Core インストールにコピーします。
3.
.msu ファイルを実行します。
4.
コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
start /w ocsetup MediaServer
5.
別のコンピュータでストリーミング メディア サービス MMC スナップインを使用して、リモートでストリーミング メディア サービスを構成します。


Web サーバー (IIS) の役割
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Web サーバーの役割をインストールするには
1.
既定のインストールを実行するには、コマンド プロンプトで次のコマンドを入力し、Enter キーを押します。
start /w pkgmgr /iu:IIS-WebServerRole;WAS-WindowsActivationService;WAS-ProcessModel
2.
すべてのオプションを追加する場合は、コマンド プロンプトで次のコマンドを入力し、Enter キーを押します。
start /w pkgmgr /iu:IIS-WebServerRole;IIS-WebServer;IIS-CommonHttpFeatures;IIS-StaticContent;IIS-DefaultDocument;IIS-DirectoryBrowsing;IIS-HttpErrors;IIS-HttpRedirect;IIS-ApplicationDevelopment;IIS-ASP;IIS-CGI;IIS-ISAPIExtensions;IIS-ISAPIFilter;IIS-ServerSideIncludes;IIS-HealthAndDiagnostics;IIS-HttpLogging;IIS-LoggingLibraries;IIS-RequestMonitor;IIS-HttpTracing;IIS-CustomLogging;IIS-ODBCLogging;IIS-Security;IIS-BasicAuthentication;IIS-WindowsAuthentication;IIS-DigestAuthentication;IIS-ClientCertificateMappingAuthentication;IIS-IISCertificateMappingAuthentication;IIS-URLAuthorization;IIS-RequestFiltering;IIS-IPSecurity;IIS-Performance;IIS-HttpCompressionStatic;IIS-HttpCompressionDynamic;IIS-WebServerManagementTools;IIS-ManagementScriptingTools;IIS-IIS6ManagementCompatibility;IIS-Metabase;IIS-WMICompatibility;IIS-LegacyScripts;IIS-FTPPublishingService;IIS-FTPServer;WAS-WindowsActivationService;WAS-ProcessModel
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注意
· Web サーバー (IIS) の役割をアンインストールするには、次のコマンドを実行します。
· start /w pkgmgr /uu:IIS-WebServerRole;WAS-WindowsActivationService;WAS-ProcessModel
Windows の機能をインストールする : 概要
Server Core インストールをインストールし、サーバーを構成したら、1 つまたは複数のオプション機能をインストールできます。Windows Server 2008 の Server Core インストールでは、次のオプション機能がサポートされています。

フェールオーバー クラスタリング

ネットワーク負荷分散

UNIX ベース アプリケーション用サブシステム

バックアップ

マルチパス I/O

リムーバブル記憶域

BitLocker ドライブ暗号化

簡易ネットワーク管理プロトコル (SNMP)

Windows インターネット ネーム サービス (WINS)

Telnet クライアント
次の手順では、Server Core インストールを実行しているサーバーにこれらの機能をインストールする方法について説明します。
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注意
フェールオーバー クラスタリングは、Windows Server 2008 Standard Edition では使用できません。
Server Core インストールを実行しているサーバーにオプション機能をインストールするための前提条件
次のオプション機能をインストールするには、適切なハードウェアが必要です。

フェールオーバー クラスタリング

ネットワーク負荷分散

マルチパス I/O

リムーバブル記憶域

BitLocker ドライブ暗号化
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注意
オプション機能のインストールに必要なハードウェアについては、このドキュメントの最後の「関連情報」を参照してください。
次のオプション機能をインストールするための前提条件はありません。

UNIX ベース アプリケーション用サブシステム

バックアップ

簡易ネットワーク管理プロトコル (SNMP)

Windows インターネット ネーム サービス (WINS)

Telnet クライアント
Server Core インストールを実行しているサーバーへの
オプション機能のインストールに関する既知の問題点
Windows Server 2008 のServer Core インストールを実行しているサーバーへのオプション機能のインストールに関する既知の問題点はありません。
Server Core インストールを実行しているサーバーにオプション機能をインストールするための手順
Windows Server 2008 の Server Core インストールにオプション機能をインストールするには、次の手順を実行します。
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注意
Ocsetup.exe の構文では大文字と小文字が区別されるため、例に従って正確にコマンドを入力してください。
使用できるオプション機能
使用できるオプション機能を確認するには、コマンド プロンプトを開いて次のコマンドを実行します。
Oclist
このコマンドを実行すると、Ocsetup.exe を使用して追加できるサーバーの役割とオプション機能、および現在インストールされているサーバーの役割とオプション機能が一覧表示されます。
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オプション機能をインストールするには
	
コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
start /w ocsetup <featurename>
featurename には、次のいずれかの機能の名前を指定します。

フェールオーバー クラスタリング : FailoverCluster-Core

ネットワーク負荷分散 : NetworkLoadBalancingHeadlessServer

UNIX ベース アプリケーション用サブシステム : SUACore

マルチパス I/O : MultipathIo

リムーバブル記憶域 : Microsoft-Windows-RemovableStorageManagementCore

BitLocker ドライブ暗号化 : BitLocker
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注意
BitLocker のリモート管理ツールをインストールするには、コマンド プロンプトで次のコマンドを実行します。
start /w ocsetup BitLocker-RemoteAdminTool

バックアップ : WindowsServerBackup

簡易ネットワーク管理プロトコル (SNMP) : SNMP-SC

Windows インターネット ネーム サービス (WINS) : WINS-SC

Telnet クライアント : TelnetClient
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注意
オプション機能を削除するには、適切な役割名と /uninstall スイッチを指定して、start /w ocsetup を実行します。
Server Core インストールを管理する : 概要
Server Core インストールを実行しているサーバーは、次の方法で管理することができます。

ローカルとリモートでコマンド プロンプトを使用する。コマンド プロンプトで Windows コマンド ライン ツールを使用して、Server Core インストールを実行しているサーバーを管理することができます。

リモートでターミナル サーバーを使用する。Windows を実行している別のコンピュータでターミナル サーバー クライアントを使用すると、Server Core インストールを実行しているサーバーに接続し、リモートでサーバーを管理することができます。ターミナル サーバー セッションのシェルはコマンド プロンプトです。

リモートで Windows リモート シェルを使用する。Windows Vista または Windows Server 2008 を実行している別のコンピュータで Windows リモート シェルを使用すると、Server Core インストールを実行しているサーバーでコマンド ライン ツールとスクリプトを実行できます。

リモートで MMC スナップインを使用する。Windows Vista または Windows Server 2008 を実行しているコンピュータで MMC スナップインを使用すると、Windows を実行しているコンピュータに接続する場合と同じ方法で、Server Core インストールを実行しているサーバーに接続できます。 

Server Core インストールを実行しているサーバーを管理する
ための前提条件
Server Core インストールを実行しているサーバーを管理するには、以下のものが必要です。

Windows Server 2008 の Server Core インストールをインストールおよび構成したコンピュータ

Server Core インストールを実行しているサーバーの管理者権限を与えられたユーザー アカウントとパスワード
Server Core インストールを実行しているサーバーの管理に
関する既知の問題点

コマンド プロンプトを使用したり、リモートで MMC スナップインを使用したりすることによって実行できない作業もあります。Windows Server 2008 の Server Core インストールに含まれているスクリプトを使用すると、次の設定を構成できます。
· 自動更新を有効にする。
· 管理用リモート デスクトップを有効にする。
· 以前のバージョンの Windows を実行しているターミナル サーバー クライアントが、Server Core インストールを実行しているサーバーに接続できるようにする。
· DNS SRV レコードの重みと優先順位を構成する。
· IPSec モニタをリモートで管理する。
このスクリプトは、Server Core インストールを実行しているサーバーの \Windows\System32 フォルダにあります。コマンド プロンプトで、このフォルダを開いてから次のコマンドを実行すると、このスクリプトを使用して上記の設定を構成する方法を確認できます。
cscript scregedit.wsf /?
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注意
/cli オプションを指定してこのコマンドを実行すると、一般的なコマンド ライン ツールとそれらの使用方法を表示することができます。

すべてのコマンド プロンプト ウィンドウを閉じているときに、新しいコマンド プロンプト ウィンドウを開くには、Ctrl キーを押しながら Alt キーと Del キーを押し、[タスク マネージャの起動] をクリックします。次に、[ファイル] メニューの [新しいタスクの実行] をクリックし、「cmd.exe」と入力します。または、一度ログオフしてから再びログオンします。

エクスプローラの起動を試みるコマンドやツールは機能しません。たとえば、コマンド プロンプトで start コマンドを実行しても、エクスプローラを起動することはできません。

Server Core インストールでは、Runonce 機能はサポートされていません。

Server Core インストールでは、HTML レンダリングや HTML ヘルプはサポートされていません。

Server Core インストールでは、マネージ コードの実行はサポートされていません。Server Core インストールを実行しているサーバーでローカルに実行される管理ツールとユーティリティは、ネイティブ Win32 コードで記述されている必要があります。

Server Core インストールでは、ライセンス認証、新しい更新プログラム、パスワードの期限切れなどに関する情報は通知されません。この動作にはエクスプローラ シェルが必要ですが、Server Core インストールにはこのシェルが含まれていません。

Server Core インストールを実行しているサーバーを管理するためのスクリプトを記述する必要がある場合 (管理者のパスワードをセキュリティで保護された状態で追加する必要があります) は、Microsoft TechNet のスクリプトに関するコラム (http://www.microsoft.com/japan/technet/scriptcenter/resources/qanda/feb05/hey0204.mspx) を参照してください。

Server Core インストールでは、Windows インストーラ ファイルからツールとユーティリティをインストールできるように、Quiet モードの Windows インストーラがサポートされています。

コマンド プロンプトで「netsh advfirewall」を実行して、Windows ファイアウォールを構成できます。

Server Core インストールを実行しているサーバーに Windows インストーラ パッケージをインストールするときに、/qb オプションを使用すると、基本的なユーザー インターフェイスを表示できます。

Windows Server 2008 の Server Core インストールを実行しているコンピュータでタイム ゾーンを変更するには、「control timedate.cpl」を実行します。

Windows Server 2008 の Server Core インストールを実行しているコンピュータで地域の設定を変更するには、「control intl.cpl」を実行します。

リモートでディスクの管理 MMC スナップインを使用するには、Server Core インストールを実行しているサーバーで仮想ディスク サービスを開始します。これを行うには、コマンド プロンプトで次のコマンドを実行します。
net start VDS

Control.exe は単独では動作しません。Timedate.cpl または Intl.cpl と共に実行する必要があります。

Server Core インストールでは Winver.exe は使用できません。バージョン情報を取得するには、Systeminfo.exe を使用します。
Server Core インストールを管理するための手順
ここでは、Server Core インストールを実行しているサーバーの管理方法について説明します。作業の内容は次のとおりです。

ローカルのコマンド プロンプトで、Server Core インストールを実行しているサーバーを管理する。

リモートのコマンド プロンプトで、Server Core インストールを実行しているサーバーを管理する。

Windows リモート シェルを使用して、Server Core インストールを実行しているサーバーを管理する。

Microsoft 管理コンソール (MMC) を使用して、Server Core インストールを実行しているサーバーを管理する。

Server Core インストールを実行しているサーバーにハードウェアを追加する。

Server Core インストールを実行しているサーバーにインストールされているドライバの一覧を取得する。

DNS サーバーの役割をインストールする。
[image: image43.png]


ローカルのコマンド プロンプトを使用して、Server Core インストールを実行している
サーバーを管理するには
	1.
Server Core インストールを実行しているサーバーを起動します。
2.
管理者アカウントを使用してログオンします。
3.
コマンド プロンプトで、目的に応じたコマンド ライン ツールを使用して作業を完了します。
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注意

コマンド ライン ツールの詳細については、このドキュメントの「Server Core インストールを管理するための手順 : 詳細」を参照してください。 


コマンド ライン リファレンスには、さらに詳しい情報が記載されています。
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ターミナル サーバーを使用して、Server Core インストールを実行しているサーバーを
管理するには
	1.
Server Core インストールを実行しているサーバーのコマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
cscript C:\Windows\System32\ Scregedit.wsf /ar 0
これにより、管理用リモート デスクトップ モードで接続を受け付けることができます。
2.
別のコンピュータで、[スタート] ボタンをクリックし、[ファイル名を指定して実行] をクリックします。次に、「mstsc」と入力し、[OK] をクリックします。
3.
[コンピュータ] ボックスに、Server Core インストールを実行しているサーバーの名前を入力し、[接続] をクリックします。
4.
管理者アカウントを使用してログオンします。
5.
コマンド プロンプトが表示されたら、Windows コマンド ライン ツールを使用してコンピュータを管理できます。
6.
リモートでのコンピュータの管理作業が完了したら、コマンド プロンプトで「logoff」と入力してターミナル サーバー セッションを終了します。
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注意

以前のバージョンの Windows でターミナル サービス クライアントを実行している場合は、Windows Server 2008 の既定値として設定されている、高いセキュリティ レベルを無効にする必要があります。これを行うには、手順 1. の後にコマンド プロンプトで次のコマンドを実行します。

 cscript C:\Windows\System32\Scregedit.wsf /cs 0 
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注意

コマンド ライン ツールの詳細については、このドキュメントの「Server Core インストールを管理するための手順 : 詳細」を参照してください。 


コマンド ライン リファレンスには、さらに詳しい情報が記載されています。
多くの場合、Cmd.exe は、ターミナル サービス クライアントよりもローカル コンピュータのコマンド プロンプト ウィンドウで実行する方が便利です。ターミナル サービス クライアントで実行する場合は、標準の Windows Server 2008 インストールと最新のターミナル サービス クライアントが必要です。
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TS RemoteApp を使用して cmd.exe をローカル コンピュータに発行するには
	1.
サーバー マネージャを使用して、標準の Windows Server  2008 コンピュータにターミナル サービスの役割を追加します。
2.
標準の Windows Server 2008 コンピュータで MMC を起動し、TS RemoteApp スナップインを追加した後、Server Core インストールを実行しているサーバーにこのスナップインを接続します。
3.
スナップインの [操作] ウィンドウで、[リモート プログラムの追加] (Add Remote Programs) をクリックし、\\<ServerName>\c$\windows\system32\cmd.exe に移動します (ServerName には、Server Core インストールを実行しているサーバーの名前を指定します)。
4.
[許可] (Allow) の一覧の [Remote cmd.exe] を選択し、[RDP パッケージの作成] (Create RDP package) を選択します。
5.
作成したリモート デスクトップ プロトコル パッケージを使用して、Server Core インストールを実行しているサーバーに接続します。
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Windows リモート シェルを使用して、Server Core インストールを実行している
サーバーを管理するには
	1.
Server Core インストールを実行しているサーバーで Windows リモート シェルを有効にするには、コマンド プロンプトで次のコマンドを実行します。
WinRM quickconfig
2.
別のコンピュータのコマンド プロンプトで WinRS.exe を使用して、Server Core インストールを実行しているサーバーに対してコマンドを実行します。たとえば、Windows フォルダのディレクトリを一覧表示するには、次のコマンドを実行します。
winrs -r:<ServerName> dir c:\windows
説明 :
ServerName には、Server Core インストールを実行しているサーバーの名前を指定します。
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注意
WinRM quickconfig によって構成される設定を使用すると、Server Core インストールを実行しているサーバーで Windows リモート シェル接続を受け付けることができます。この設定は、無人セットアップ ファイル内で構成することもできます。このドキュメントの最後の付録 A に記載されている例を参照してください。
[image: image51.png]


重要

さまざまなセキュリティ資格情報を使用してコマンドを実行する方法の詳細については、コマンド プロンプトで「winrs -?」と入力すると表示される、WinRS.exe のコマンド ライン ヘルプを参照してください。
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MMC スナップインを使用して、Server Core インストールを実行しているサーバーを
管理するには
	1.
Server Core インストールを実行しているサーバーがドメインに参加していない場合は、クライアント コンピュータのコマンド プロンプトで次のコマンドを実行して、Server Core インストールへの接続に使用する代替資格情報を作成します。
cmdkey /add:<servername> /user:<username> /pass:<password>
説明 :
ServerName には、Server Core インストールを実行しているサーバーの名前を指定します。
UserName には、管理者アカウントの名前を指定します。
パスワードの入力を要求されるようにするには、/pass オプションを省略します。
2.
要求されたら、前の手順で名前を指定したユーザーのパスワードを入力します。
3.
コンピュータの管理などの MMC スナップインを起動します。
4.
左ウィンドウで、ツリーの最上部を右クリックし、[別のコンピュータへ接続] をクリックします (たとえばコンピュータの管理の場合は、[コンピュータの管理 (ローカル)] を右クリックします)。
5.
[別のコンピュータ] ボックスに、Server Core インストールを実行しているサーバーのコンピュータ名を入力し、[OK] をクリックします。
6.
これで、Windows Server オペレーティング システムを実行している他のコンピュータを管理する場合と同じように、MMC スナップインを使用して、Server Core インストールを実行しているサーバーを管理できるようになります。
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Server Core インストールを実行しているサーバーにハードウェアを追加するには
	1.
ハードウェア ベンダから指示された手順に従って、新しいハードウェアをインストールします。

ハードウェアのドライバが Windows Server 2008に含まれている場合は、プラグ アンド プレイが起動され、ドライバがインストールされます。

ハードウェアのドライバが含まれていない場合は、手順 2. と 3. に進みます。
2.
Server Core インストールを実行しているサーバーの一時フォルダにドライバ ファイルをコピーします。
3.
コマンド プロンプトで、ドライバ ファイルが格納されているフォルダを開き、次のコマンドを実行します。
pnputil -i -a <driverinf>
説明 :

driverinf には、ドライバの .inf ファイルのファイル名を指定します。
4.
要求されたら、コンピュータを再起動します。


[image: image54.png]


Server Core インストールを実行しているサーバーにインストールされているドライバの一覧を取得するには
	
コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
sc query type= driver
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注意
正常に完了するには、コマンドの等号 (=) の後ろにスペースを含める必要があります。
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Server Core インストールを実行しているサーバーのデバイス ドライバを無効にするには
	
コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
sc delete <service_name>
説明 :

service_name には、sc query type= driver を実行して取得したサービスの名前を指定します。


Server Core インストールの詳細な管理を行う
ここでは、ローカルまたはリモートのコマンド プロンプトから実行する一般的な管理作業について説明します。作業に使用するコマンドは、次のように分類されます。

構成とインストール

ネットワークとファイアウォール

更新プログラムとエラー報告

サービス、プロセス、およびパフォーマンス

イベント ログ

ディスクとファイル システム

ハードウェア

リモート管理
Server Core インストールの詳細な管理を行うための前提条件
この作業を完了するには、以下のものが必要です。

Windows Server 2008 の Server Core インストールをインストールおよび構成したコンピュータ

Server Core インストールを実行しているサーバーの管理者権限を与えられたユーザー アカウントとパスワード
Server Core インストールの詳細な管理に関する既知の問題点

Server Core インストールでは、Windows インストーラ ファイルからツールとユーティリティをインストールできるように、Quiet モードの Windows インストーラがサポートされています。

リモートでディスクの管理 MMC スナップインを使用するには、Server Core インストールを実行しているサーバーで仮想ディスク サービスを開始します。これを行うには、コマンド プロンプトで次のコマンドを実行します。
net start VDS

Server Core インストールを実行しているサーバーを管理するためのスクリプトを記述する必要がある場合 (管理者のパスワードをセキュリティで保護された状態で追加する必要があります) は、Microsoft TechNet のスクリプトに関するコラム (http://www.microsoft.com/japan/technet/scriptcenter/resources/qanda/feb05/hey0204.mspx) を参照してください。
Server Core インストールの詳細な管理を行うための手順
Server Core インストールを実行しているサーバーに対してよく行う、詳細な管理作業の手順を次に示します。
構成とインストール
	作業
	手順

	ローカル管理者のパスワードを設定する。
	コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
net user administrator *

	コンピュータをドメインに参加
させる。
	1.
コマンド プロンプトで、次のコマンドを 1 行で入力して実行します。
netdom join %computername% /domain:<domain> /userd:<domain>\username> /password:*
2.
コンピュータを再起動します。

	ドメインが変更されたことを確認
する。
	コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
set

	コンピュータをドメインから削除
する。
	コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
netdom remove

	ローカル Administrators グループにユーザーを追加する。
	コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
net localgroup Administrators /add <domain>\<username>

	ローカル Administrators グループ
からユーザーを削除する。
	コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
net localgroup Administrators /delete <domain\username>

	ローカル コンピュータにユーザーを追加する。
	コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
net user <domain\user name> /add *

	ローカル コンピュータにグループを追加する。
	コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
net localgroup <group name> /add

	ドメインに参加しているコンピュータの名前を変更する。
	コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
netdom renamecomputer %computername% /NewName:<new computer name> /userd:<domain\username> /password:*

	新しいコンピュータ名を確定する。
	コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
set

	ワークグループに参加しているコンピュータの名前を変更する。
	1.
コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
netdom renamecomputer <currentcomputername> /NewName:<newcomputername>
2.
コンピュータを再起動します。

	ページング ファイルの管理を無効にする。
	コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
wmic computersystem where name="<computername>" set AutomaticManagedPagefile=False

	ページング ファイルを構成する。
	コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
wmic pagefileset where name=”<path/filename>” set InitialSize=<initialsize>,MaximumSize=<maxsize>
説明 :
path/filename には、ページング ファイルのパスと名前を指定します。
initialsize には、ページング ファイルの初期サイズ (バイト単位) を指定します。
maxsize には、ページング ファイルの最大サイズ (バイト単位) を指定します。

	静的 IP アドレスに変更する。
	1.
コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
ipconfig /all
2.
関連情報を記録するか、テキスト ファイルにリダイレクトします (ipconfig /all >ipconfig.txt)。
3.
コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
netsh interface ipv4 show interfaces 
4.
インターフェイスの一覧が表示されていることを確認します。
5.
コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
netsh interface ipv4 set address name <ID from interface list> source=static address=<preferred IP address> gateway=<gateway address>
6.
コマンド プロンプトで「ipconfig /all」を実行し、"DHCP 有効" が "いいえ" に設定されていれば、静的 IP アドレスに変更されています。

	静的 DNS アドレスを設定する。
	1.
コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
netsh interface ipv4 add dnsserver name=<name of primary DNS server> address=<IP address of the primary DNS server> index=1
2.
コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
netsh interface ipv4 add dnsserver name=<name of secondary DNS server> address=<IP address of the secondary DNS server> index=2
3.
他のサーバーを追加する必要がある場合は、サーバーごとに上記の手順を実行します。
4.
「ipconfig /all」を実行し、表示されたすべてのアドレスが正しければ、静的 DNS アドレスが設定されています。

	静的 IP アドレスから、DHCP によって提供される IP アドレスに変更する。
	1.
コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行
します。
netsh interface ipv4 set address name=<IP address of local system> source=DHCP
2.
「Ipconfig /all」を実行し、"DHCP 有効" が "はい" に設定されていれば、DHCP によって提供される IP アドレスに変更されています。

	ローカルでサーバーのライセンス
認証を行う。
	コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
slmgr.vbs -ato

	リモートでサーバーのライセンス
認証を行う。
	1.
コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
cscript slmgr.vbs -ato <servername> <username> <password>
2.
「cscript slmgr.vbs -did」を実行して、コンピュータの GUID を取得します。
3.
「cscript slmgr.vbs -dli <GUID>」を実行します。
4.
ライセンスの状態が "ライセンスされています" (Licensed (activated)) に設定されていることを確認します。


ネットワークとファイアウォール
	作業
	手順

	プロキシ サーバーを使用するようにサーバーを構成する。
	コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
netsh Winhttp set proxy <servername>:<port number>

	インターネット アドレスには
プロキシを使用しないように
サーバーを構成する。
	コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
netsh winttp set proxy <servername>:<port number>bypass-list="<local>"

	IPSEC の構成を表示または変更
する。
	コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
netsh ipsec

	NAP の構成を表示または変更
する。
	コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
netsh nap

	IP アドレスから物理アドレスへの変換を表示または変更する。
	コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
arp

	ローカル ルーティング テーブルを表示または構成する。
	コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
route

	DNS サーバーの設定を表示または構成する。
	コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
nslookup

	プロトコルの統計と現在の TCP/IP ネットワーク接続を表示する。
	コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
netstat

	プロトコルの統計と、NetBIOS over TCP/IP (NBT) を使用する現在の TCP/IP ネットワーク接続を表示する。
	コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
nbtstat

	ネットワーク接続のホップを表示する。
	コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
pathping

	ネットワーク接続のホップを追跡する。
	コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
tracert

	マルチキャスト ルーターの構成を表示する。
	コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
mrinfo

	ファイアウォールのリモート管理を有効にする。
	コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
netsh advfirewall firewall set rule group=”Windows Firewall Remote Management” new enable=yes


更新プログラム、エラー報告、およびフィードバック
	作業
	手順

	更新プログラムをインストール
する。
	コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
wusa <update>.msu /quiet

	更新プログラムを削除する。
	1.
コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行
します。
expand /f:* <update>.msu c:\test
2.
c:\test\ に移動し、テキスト エディタで <update>.xml を開きます。
3.
<update>.xml 内の "Install" を "Remove" に置き換え、ファイルを保存します。
4.
コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行
します。
pkgmgr /n:<update>.xml

	自動更新を構成する。
	コマンド プロンプトで、次の操作を実行します。

現在の設定を確認するには、次のコマンドを実行します。
cscript scregedit.wsf /AU /v

自動更新を有効にするには、次のコマンドを実行します。
cscript scregedit.wsf /AU /4 

自動更新を無効にするには、次のコマンドを実行します。
cscript scregedit.wsf /AU /1 

	エラー報告を有効にする。
	コマンド プロンプトで、次の操作を実行します。

現在の設定を確認するには、次のコマンドを実行します。
serverWerOptin /query

詳細レポートを自動的に送信するには、次の
コマンドを実行します。
serverWerOptin /detailed

概要レポートを自動的に送信するには、次の
コマンドを実行します。
serverWerOptin /summary

エラー報告を無効にするには、次のコマンドを
実行します。
serverWerOptin /disable

	カスタマ エクスペリエンス向上プログラム (CEIP) に参加する。
	コマンド プロンプトで、次の操作を実行します。

現在の設定を確認するには、次のコマンドを実行します。
serverCEIPOptin /query

CEIP を有効にするには、次のコマンドを実行
します。
serverCEIPOptin /enable

CEIP を無効にするには、次のコマンドを実行
します。
serverCEIPOptin /disable


サービス、プロセス、およびパフォーマンス
	作業
	手順

	実行中のサービスを一覧表示する。
	コマンド プロンプトで、次のいずれかのコマンドを
実行します。

sc query

net start

	サービスを開始する。
	コマンド プロンプトで、次のいずれかのコマンドを
実行します。

sc start <service name>

net start <service name>

	サービスを停止する。
	コマンド プロンプトで、次のいずれかのコマンドを
実行します。

sc stop <service name>

net stop <service name>

	実行中のアプリケーションと関連
プロセスの一覧を取得する。
	コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
tasklist

	プロセスを強制終了する。 
	1.
tasklist コマンドを使用してプロセス ID (PID) を
取得します。
2.
コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行
します。
taskkill /PID <process ID>

	タスク マネージャを起動する。
	コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
taskmgr

	typeperf、logman、relog、tracerprt などのコマンドを使用して
パフォーマンス カウンタとログ
記録を管理する。
	http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=84872 (英語) を参照してください。


イベント ログ
	作業
	手順

	イベント ログを一覧表示する。
	コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
wevtutil el

	指定したログ内のイベントを照会
する。
	コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
wevtutil qe /f:text <log name>

	イベント ログをエクスポート
する。
	コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
wevtutil epl <log name>

	イベント ログの内容をすべて消去する。
	コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
wevtutil cl <log name>


ディスクとファイル システム
	作業
	手順

	ディスク パーティションを管理
する。
	すべてのコマンドを一覧表示するには、コマンド 
プロンプトで次のコマンドを実行します。
diskpart /? 

	ソフトウェア RAID を管理する。
	すべてのコマンドを一覧表示するには、コマンド 
プロンプトで次のコマンドを実行します。
diskraid /? 

	ボリューム マウント ポイントを
管理する。
	すべてのコマンドを一覧表示するには、コマンド 
プロンプトで次のコマンドを実行します。
mountvol /?

	ボリュームを最適化する。
	すべてのコマンドを一覧表示するには、コマンド 
プロンプトで次のコマンドを実行します。
defrag /? 

	ボリュームを NTFS ファイル 
システムに変換する。
	コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
convert <volume letter> /FS:NTFS

	ファイルを圧縮する。
	すべてのコマンドを一覧表示するには、コマンド 
プロンプトで次のコマンドを実行します。
compact /? 

	開いているファイルを管理する。
	すべてのコマンドを一覧表示するには、コマンド 
プロンプトで次のコマンドを実行します。
openfiles /? 

	VSS フォルダを管理する。
	すべてのコマンドを一覧表示するには、コマンド 
プロンプトで次のコマンドを実行します。
vssadmin /?

	ファイル システムを管理する。
	すべてのコマンドを一覧表示するには、コマンド 
プロンプトで次のコマンドを実行します。
fsutil /?

	ファイルの署名を確認する。
	コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
sigverif /?

	ファイルまたはフォルダの所有権を取得する。
	すべてのコマンドを一覧表示するには、コマンド 
プロンプトで次のコマンドを実行します。
icacls /?


ハードウェア
	作業
	手順

	新しいハードウェア デバイスの
ドライバを追加する。
	1.
ドライバを %homedrive%\<driver folder> フォルダにコピーします。
2.
コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行
します。
pnputil -i -a %homedrive%\<driver folder>\<driver>.inf

	ハードウェア デバイスのドライバを削除する。
	1.
読み込まれているドライバを一覧表示するには、コマンド プロンプトで次のコマンドを実行
します。
sc query type= driver
2.
コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行
します。
sc delete <service_name>


バグの記録とフィードバックの送信を行う
Windows Server 2008 の今後のリリースで Server Core インストール オプションを強化するには、皆さまからのフィードバックが重要です。次の内容に関するフィードバックをお寄せください。

Windows Server 2008 の Server Core インストールを使用してみてどうだったか (発生した問題、このドキュメントが役に立ったかどうかなど)。 


Windows Server 2008 の Server Core インストールの機能に関する要望や全般的なフィードバック。

このステップ バイ ステップ ガイドに関するフィードバック。このガイドに関するフィードバックをお寄せいただくには、マイクロソフト Web サイト (http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=55105、英語) に記載されている指示に従ってください。また、Web サイトのコメント入力欄に、このステップ バイ ステップ ガイドの名前を入力してください。
関連情報
以下のリソースでは、Server Core インストールとサーバーの役割をインストールおよび構成する際に使用するいくつかのコマンドの関連情報が提供されています。
Active Directory
Active Directory
(http://www.microsoft.com/japan/windowsserver2003/activedirectory/default.mspx)
バックアップ
データをバックアップおよび回復する
(http://technet2.microsoft.com/windowsserver/ja/library/11ffd7cd-29f0-481c-939b-cc43e28742331041.mspx?mfr=true)
BitLocker ドライブ暗号化
BitLocker ドライブ暗号化の技術概要
(http://technet2.microsoft.com/WindowsVista/ja/library/ce4d5a2e-59a5-4742-89cc-ef9f5908b4731041.mspx?mfr=true)
フェールオーバー クラスタリング
クラスタ サービス
(http://www.microsoft.com/japan/windowsserver2003/technologies/clustering/default.mspx)
Dcpromo の無人セットアップ ファイル
Performing an Unattended Installation of Active Directory (英語)
(http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=49661)
DHCP
Dynamic Host Configuration Protocol (英語)
(http://technet.microsoft.com/en-us/network/bb643151.aspx)
Dfscmd
Dfscmd
(http://technet2.microsoft.com/windowsserver/ja/library/bd3bc105-9245-49c2-bc5a-e7ffa994943e1041.mspx?mfr=true)
分散ファイル システム
分散ファイル システム (DFS)
(http://technet2.microsoft.com/windowsserver/ja/library/370f16f9-dd08-45dc-8cf2-d9e2bfeada881041.mspx?mfr=true)
分散ファイル システム レプリケーション
Distributed File System (英語)
(http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=62725)
DNS
DNS サーバー
(http://www.microsoft.com/japan/technet/windowsserver/2008/library/bab0f1a1-54aa-4cef-9164-139e8bcc4475.mspx?mfr=true)
Dnscmd
Dnscmd Overview (英語)
(http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=49656)
Dnscmd Syntax (英語)
(http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=49659)
Dnscmd Examples (英語)
(http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=49660)
ファイル レプリケーション サービス
What is FRS? (英語) 

(http://technet2.microsoft.com/WindowsServer/f/?en/Library/965a9e1a-8223-4d3e-8e5d-39aeb70ec5d91033.mspx)
ファイル サーバー
ファイル サービスとストレージ サービス
(http://www.microsoft.com/japan/windowsserver2003/technologies/storage/default.mspx)
マルチパス I/O
Microsoft Storage Technologies - Multipath I/O (英語) 

(http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=50521)
Netsh
Netsh の概要
(http://technet2.microsoft.com/windowsserver/ja/library/61427fbd-de1f-4c8a-b613-321f7a3cca6a1041.mspx?mfr=true)
ネットワーク ファイル システム
Performance Tuning Guidelines for Microsoft Services for Network File System (英語)
(http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=62727)
リムーバブル記憶域
Removable Storage Manager (英語)
(http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=62728)
UNIX ベース アプリケーション用サブシステム
UNIX ベース アプリケーション用サブシステムへようこそ
(http://technet2.microsoft.com/windowsserver/ja/library/695ac415-d314-45df-b464-4c80ddc2b3bc1041.mspx?mfr=true)
付録 A: Server Core インストール用の Unattend.xml のサンプル
このサンプル コードをテキスト エディタにコピーし、Unattend.xml という名前で保存してください。
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注意
無人セットアップ ファイルの設定の詳細については、無人セットアップ ファイルに関するドキュメントを参照してください。Windows 自動インストール キットの一部として提供される Windows システム イメージ マネージャでは、無人セットアップ ファイルを作成するための優れた環境が提供されます。
<unattend xmlns="urn:schemas-microsoft-com:unattend" xmlns:ms="urn:schemas-microsoft-com:asm.v3" xmlns:wcm="http://schemas.microsoft.com/WMIConfig/2002/State">
<!-- 空の要素は残さずに削除してください。値は大文字と小文字が区別されることを前提として指定してください。ブール型の有効な値は true、false、0、1 で、これらは大文字と小文字が区別されます。他にも、ドライブ文字 (大文字の C ～ Z のみがサポートされています)、書式、型の値は、大文字と小文字が区別されます。 -->
<settings pass="windowsPE">
<component name="Microsoft-Windows-Setup" publicKeyToken="31bf3856ad364e35" language="neutral" versionScope="nonSxS" processorArchitecture="x86">
<UserData>
<AcceptEula>true</AcceptEula>
<!-- FullName と Organization は省略可能です。ComputerName と ProductKey の WillShowUI の値は既定で OnError に設定されます。 -->
        <FullName>MyFullName</FullName>
        <Organization>MyOrganizationName</Organization>
<ProductKey>
        <WillShowUI>OnError</WillShowUI>
        <Key>Sensitive*Data*Deleted</Key>
        </ProductKey>
</UserData>
<ImageInstall>
<OSImage>
<WillShowUI>Never</WillShowUI>
<InstallTo>
<DiskID>0</DiskID>
<PartitionID>1</PartitionID>
</InstallTo>
<InstallFrom>
<MetaData>
<Key>/IMAGE/Name</Key>
<!— Server Core をインストールすることを指定します。Server Core をインストールするには、Windows Longhorn Server%SKU%core という値を指定します。この例は Standard Edition を想定しています。 -->
<Value>Windows Longhorn SERVERSTANDARDCORE</Value>
</MetaData>
</InstallFrom>
</OSImage>
</ImageInstall>
</component>
</settings>
<settings pass="specialize">
<component name="Microsoft-Windows-Shell-Setup" publicKeyToken="31bf3856ad364e35" language="neutral" versionScope="nonSxS" processorArchitecture="x86">
<!-- ComputerName に指定できる値の上限は 15 文字です。 -->
<ComputerName>MyCompName</ComputerName>
</component>
<component name="Microsoft-Windows-TerminalServices-RDP-WinStationExtensions" publicKeyToken="31bf3856ad364e35" language="neutral" versionScope="nonSxS" processorArchitecture="x86">
<!-- Windows Vista と Windows Server 2008 よりも前のバージョンのターミナル サービス クライアントのサポートを有効にします。 -->
<UserAuthentication>0</UserAuthentication>
</component>
<component name="Microsoft-Windows-TerminalServices-LocalSessionManager" publicKeyToken="31bf3856ad364e35" language="neutral" versionScope="nonSxS" processorArchitecture="x86">
<!-- ターミナル サーバーのリモート管理モードを有効にします。 -->
<fDenyTSConnections>false</fDenyTSConnections>
</component>
<component name="Microsoft-Windows-Web-Services-for-Management-Core" publicKeyToken="31bf3856ad364e35" language="neutral" versionScope="nonSxS" processorArchitecture="x86">
<!-- Windows リモート シェルのリスナを有効にします。 -->
<ConfigureWindowsRemoteManagement>true</ConfigureWindowsRemoteManagement> 
</component>
<component name="Microsoft-Windows-UnattendedJoin" publicKeyToken="31bf3856ad364e35" language="neutral" versionScope="nonSxS" processorArchitecture="x86">
<Identification>
<Credentials>
        <Domain>UserDomain</Domain>
        <Username>UserName</Username>
        <Password>UserPassword</Password>
</Credentials>
<JoinDomain>DomainToBeJoined</JoinDomain>
<!-- JoinDomain と JoinWorkgroup のいずれかを指定できます。両方を指定することはできません。
        <JoinWorkgroup>work</JoinWorkgroup>
-->
</Identification>
</component>
</settings>
<settings pass="oobeSystem">
<component name="Microsoft-Windows-Shell-Setup" publicKeyToken="31bf3856ad364e35" language="neutral" versionScope="nonSxS" processorArchitecture="x86">
<Display>
<HorizontalResolution>1024</HorizontalResolution>
<VerticalResolution>768</VerticalResolution>
<ColorDepth>16</ColorDepth>
</Display>
<UserAccounts>
<DomainAccounts>
<DomainAccountList>
<Domain>DOMAIN</Domain>
<DomainAccount>
<Name>TestAccount1</Name>
<Group>Administrators</Group>
</DomainAccount>
</DomainAccountList>
</DomainAccounts>
</UserAccounts>
</component>
</settings>
</unattend>
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注意
<computername> に * を指定した場合、名前はランダムに生成されます。
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